
１．実施学年，教科など 

実施学年  １年生 

科  目  現代の国語 

 

２．単元の目標 

・目的に応じて，実社会の中から適切な情報を決め，決めた情報の妥当性を吟味して，伝えたいことを明確にして自分の意見を書こうとして      

いる。（関心・意欲・態度） 

・目的に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，決めた情報の妥当性を吟味して，伝えたいことを明確にして自分の意見を書いている。

（Ｂ書くこと） 

・主張と論拠など，情報と情報との関係について理解している。（知識・理解） 

 

３．RESAS活用マップ 

人口マップ →人口の自然増減，人口の社会増減  産業構造マップ  観光マップ  まちづくりマップ → 滞在人口率，通勤通学人口 

雇用/医療・福祉マップ → 一人当たり賃金，医療需給 

 

４．指導計画（３時間） 

単元  収集したRESASなどの複数の情報を根拠に，自分の意見をまとめて論述しよう 

時 学習活動・学習内容 指導上の留意点，教材・資料 

１ 〇北陸新幹線開通前と開通後での石川県の変容のわかるデータを探

す。 

・本時の授業では，「石川県は北陸新幹線が開通したことで以前よりも

暮らしやすくなった」という考えに賛成または反対かの意見文を書

くための根拠となるデータを探すということを理解する。 

・自分の意見を書くための根拠としてデータを提示する必要があるた

め，石川県の変容がわかるデータを探す。その際，RESAS などの複

数のデータを用いて，石川県の変化を読み取る。 

【スライドNo.1～7】（＊No.4～7は生徒が持ってくることが

想定されるデータ） 

・自分の意見の根拠としてどのようなデータが必要かを考

える際の手立てとして，必要に応じてRESASのデータなど

を示す。（観光客が増加したことがわかるもの，一人あた

りの賃金が増加したことが分かるもの，地価の高騰がわか

るものなど） 

・石川県の変容のわかるデータとしてどのようなものを各

自が探せたかについては，周りの生徒及び全体で共有す

る。 

２ 〇収集した複数のデータから，自分の考えを書くための根拠となるデ

ータを整理する。 

・収集した複数のデータから，「石川県は北陸新幹線が開通したことで

以前よりも暮らしやすくなった」という考えに賛成または反対の意

見を書くための根拠となるデータを選択し，整理する。 

・賛成・反対どちらの立場であれ，賛成・反対それぞれのその根拠を

整理する。 

【スライドNo.8～9】 

・バタフライチャートを活用して，賛成及び反対の両方の場

合の根拠を整理する。 

・自分の意見と違う立場の根拠を収集，整理する理由は第３

時の授業で明らかになるが，必要であれば本時で説明す

る。 

３ 〇自分の立場（賛成か反対か）を決め，その考えに説得力を持たせる

ための根拠を選び，文章の構成を考え，意見文を書く。 

・自分の考えを書く際の根拠としてどのデータを用いるかを考える。 

・文章の構成を考え，意見と根拠となるデータを文章でつなぐ。 

・説得力のある文章構成及び内容を作る。 

・６００字～８００字の字数で原稿用紙に意見文を書く。 

・最後に、「意見文を書く際に根拠として用いたデータ」、「バタフライ

チャートのワークシート」、「意見文を書いた原稿用紙」の３種類を

提出する。 

【スライドNo.10～11】 

・自分の立場を決めた後，どのデータを用いるかを選び，ど

の順に記述するかを考える。その際，構成メモを作成し，

内容を整理する。 

・自分の考えとその根拠を述べた後に，それとは逆の立場の

考えも提示し，その上でさらにそれをも説得するような内

容を書く方が，自分の考えに説得力を持たせることができ

ることを学ばせる。その際，反論するための根拠となるデ

ータを示すことが効果的であることを伝える。 

 

５．本時の学習（１／３時間） 

 学習活動・学習内容 指導上の留意点，教材・資料 

【学習指導案（略案）】内閣官房まち・ひと・しごと創生本部ビッグデータチーム ＲＥＳＡＳ副教材作成委員会 

高等学校 「国語」 科目「現代の国語」でのRESAS活用 



導

入 

北陸新幹線が開通したことで，どのような変化があったか，知ってい

ることや感じていることについて話し合ってみよう 

・「北陸新幹線が開通して良かったこと，悪かったこと」について，新

聞やテレビ，インターネットなどで見たり聞いたりして既に知って

いること，普段生活していて感じていることを挙げ，発表する。 

・自分たちの身近な生活について題材するということに気

付かせる。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

「石川県は北陸新幹線が開通したことで以前よりも暮らしやすくな

った」という考えに賛成または反対かの意見文を書くための根拠とな

るデータを探そう 

・自分の意見の根拠としてどのようなデータが必要かを考え，根拠と

してふさわしいデータを，インターネットを活用して探す。 

・データを探すための方法としてRESASの使い方を知る。 

・探し出したデータからどのようなことが読み取れるかをまとめる。 

・どのようなデータがあれば結論に至ることができるかについて考え

ながら，データを探す。 

 

・石川県の変容が読み取れるデータとしてどのようなものがあったか

を発表する。 

 

 

 

・RESASを使ってデータを探す際に，観光客が増加した

ことのデータがほしい生徒には，「宿泊状況に着目するこ

と」や，「観光目的地に着目すること」やなどの助言をす

る。このように生徒が情報を探す際に困っている場合に

は，適宜助言をする。その際は生徒に応じてではある

が，情報の場所を提示するのではなく，「どこに着目する

か」など，生徒自身が情報を探せるようなヒントを与え

る。 

ま

と

め 

賛成意見または反対意見の理由としての根拠として，選んだデータが

適切であるか見直してみよう 

・理由と根拠データに矛盾点がないかを見直す。 

・自分の考えと理由と根拠データを見直す。その際，自分で

確認した後，周りの人と見直し，互いに指摘させる。 

 

 

６．最後に 

 このような活動をすることで，情報を的確に読み取る能力，自分の意見がある場合にその意見に説得力を持たせるためのデータを選ぶ能力

が身に付くと考える。 

なお、生徒が根拠として持ってくるRESASのデータとして考えられるものの例を以下に提示する。 

（例１）北陸新幹線の開通に伴い，関東圏からの観光客が増加したことが読み取れるデータ 

RESAS＞観光マップ＞国内＞目的地分析 

①２０１３年に，石川県への宿泊者がどの地域から来ているか 

②２０１６年に，石川県への宿泊者がどの地域から来ているか 

③２０１８年に，石川県への宿泊者がどの地域から来ているか 

（例２）北陸新幹線の開通に伴い，観光客が増加したこと及び金沢市以外の所にも観光客が訪れるようになったことが読み取れるデータ 

RESAS＞観光マップ＞国内＞ｆｒｏｍ－ｔｏ分析 

④２０１４年に，自動車を移動手段として，石川県のどこを目的地として検索しているか 

⑤２０１８年に，自動車を移動手段として，石川県のどこを目的地として検索しているか 

（例３）北陸新幹線の開通に伴い，一人当たりの賃金が全国と比べても増加したことが読み取れるデータ 

RESAS＞雇用／医療・福祉マップ＞一人当たりの賃金 

⑥２０１０年から２０１８年までの，石川県と近隣県の一人当たり賃金の変化 

また、第３時で提出する「意見文を書く際に根拠として用いたデータ」の提出方法は、インターネット上のデータをそのまま印刷して紙で

提出するのでも、データを切り取ってワードに張り付けるなどして提出するでも良い。学校及び生徒の状況を見て対応するのがよいと考える。 


